
海岸の砂地に生える一年草。茎は斜上するか直立して、枝を分け、毛はなく、高さ40-60cm。葉はすべて互
生し、柄があり、三角状卵形から長卵形、先は鋭形か鈍形、基部はくさび形、縁に不ぞろいの歯牙があり、
厚くて多少革質で、長さ2-8cm、幅2-4.5cm。花期は8-10月。

－

海浜植生の保全が重要である。

C

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Atriplex  subcordata  Kitag.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

相生市、豊岡市、香美町、新温泉町

■ 国内分布

北海道、本州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

ヒユ科

兵庫県ランク…ハマアカザ
環境省ランク… －


